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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、東アラブ地域各国の法制度ないしは主権国家としての領域を超越して展開す

る「非公的」政治空間に着目し、そこで繰り広げられる政治主体に関する情報を収集し、

ホームページなどを通じて継続的に公開した。また収集した情報をもとに、「５．主な発表

論文等」で列記した論文・論考を発表し、ムハーバラート、レジスタンス、シャッビーハ、官制

NPOなどが同地域の政治において決定的な役割を担っていることを論証した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research project aimed at reveal the “informal” political arena that spreads out 
beyond the institutions and boundaries of the Arab East states. According to this 
purpose, the project members collected and published the information about the 
political actors in the “informal” arena. In addition, the project members published 
research articles mentioned below, which show the decisive roles of the “informal” actor 
such as the Mukhabarat (intelligence agencies), Muqawama (resistance organizations), 
Shabbiha (pro-government mafia) and pro-government NPO. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 3,900,000 1,170,000 5,070,000 

2010 年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

2011 年度 2,800,000 840,000 3,640,000 

年度  

  年度  

総 計 9,300,000 2,790,000 12,090,000 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究 
キーワード：西アジア・中央アジア 
 
１．研究開始当初の背景 
 中東地域、とりわけ東アラブ地域は近年、
未曾有の政治変動を経験してきた。とりわけ
米国が主導する「対テロ戦争」の失敗の結果、
イラク、レバノン、パレスチナでは政治的安
定が失われ、前二者においては事実上の内戦
状態に陥ったとさえ指摘される。またシリア

政府、レバノンのヒズブッラー、パレスチナ
のハマースは、「対テロ戦争」の標的とされ
る一方で、一貫してこれに抗する強硬姿勢を
示してきたことで、結果的に域内でのプレゼ
ンスを高めることになった。「対テロ戦争」
後の地域秩序を特徴づけるこうした状況は
地域研究や比較政治学などにおいてその精
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査が強く求められている。 
 中東・アラブ地域の政治に関する近年の研
究では、二つの意味において国民国家の枠組
みを前提とする政治空間を設定し、その範囲
内での政治変動や政治的営為の解明をめざ
すアプローチが主流である。すなわち、第 1
に国境線によって閉じられ、そして第 2 に当
該国家の正統性に担保された、自己完結的で
公的な政治空間が設定され、分析されてきた。
Ghalyūn [2003]、Rahbek ed. [2006]などに
おける民主化論や、Brownlee [2007]、Pratt 
[2007]、Schlumberger ed. [2007]といった権
威主義研究がその代表である。これらの研究
は、政治体制・制度の変化の有無やその内容、
そして特定の政治体制・制度のもとでその権
能や行動が規定される政治機関（国会、内閣
など）や政治主体（政党など）を主要な研究
対象としてきた。しかし、東アラブ地域の政
治を把握するには、こうした対象だけでなく、
国家の法的・制度的枠組みや国境を越えて展
開する非公的な政治空間における営為に着
目する必要がある。なぜなら同地域において、
こうした営為こそが政策決定・遂行において
決定的や役割を担っているからである。 
 非公的な政治空間においては、レジスタン
ス組織・民兵、軍・治安組織、政府において
責任ある地位に就いていないにもかかわら
ず、政策決定において重要な役割を果たして
いる政権中枢に近い私人などが主たる政治
主体として活動している。ヒズブッラーのレ
バノン・イスラーム抵抗、イラクのムクタダ
ー・サドル派のマフディー軍、シリアのムハ
ーバラートがその典型である。これらの政治
主体の出自や動静はこれまでにも Perthes 
ed. [2004]、Batatu [1999]、青山・末近 
[2007][近刊]などにおいて詳細に記述されて
きた。だがこれらの研究においては、非公的
な政治空間での営為を叙述することに重き
が置かれ、その重要性が何に起因するのかと
いう点についての解明が不充分であった。 
 こうした点を踏まえ、本研究は、東アラブ
地域において決定的な役割を持つ非公的な
政治空間での政治的営為に着目することで、
「国民国家の枠組み」を前提とした従来の研
究が網羅しきれなかった同地域の政治の全
貌を捉え、その仕組みを解明することを目指
した。 
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２．研究の目的 
 上記の研究目標を達成するため、本研究は
以下三つの課題を具体的に設定しその分析
を進める。 
 第 1 に、東アラブ地域諸国において非公的
な政治空間はなぜかくも大きな影響力を有
しているのか、という課題である。この課題
は、非公的な政治空間に重要性を付与する同
地域の政治構造の特性を明らかにすること
を意味すると同時に、そうした政治構造の確
立の背景にある歴史的経験、社会的特性、政
治文化などを把握することにもつながる。 
 第 2 に、非公的な政治空間を主たる活動の
場とする政治主体はいかにして公的な政治
空間に「寄生」しているのか、という課題で
ある。非公的な政治空間における政治主体は、
公的な制度な機関や制度に依存することで
（国内外で）正統性を得ようとする一方で、
そこでの法的・制度的規制を免れるため、非
公的であり続け、またそうすることで公的な
政治空間をコントロールする力を確保しよ
うとする。本研究では非公的な政治空間にお
ける政治主体のこうした特殊なありようを、
既存の国家枠組みや政治体制・制度の限界を
念頭に置きつつ精査する。 
 第 3 に、公的な政治空間における政治的営
為は非公的な政治空間のなかでいかに「諜報
活動化」、「工作活動化」させられているのか、
という課題である。非公的な政治空間におけ
る営為が政治において決定的な役割を果た
す状況下では、公的な政治空間における営為



はそれ自体の法的・制度的な役割とは別の目
的で利用されることが多い。政治的営為のこ
うした二元性を具体的に分析することで、政
治主体間の関係性をより綿密に探ることが
可能となる。 
 本研究の最大の特色は、非公的な政治空
間の仕組みを明らかにすることで、従来の
研究において分析対象から排除される傾向
にあった政治的部面を網羅し、東アラブ地
域の政治を捉え直そうとする点である。地
域研究や比較政治学においては、国民国家
を前提として形作られる政治体制・制度、
そしてそこでの営為が主たる分析対象とさ
れてきた。これに対して、本研究のアプロ
ーチ方法は、東アラブ地域の政治の動態を
実態に即したかたちで把握するためにもっ
とも必要とされており、その成果は、アカ
デミアのみならず、中東地域におけるガバ
ナンス構築や安全保障をめぐる社会の要請
にも応え得るものである。また本研究のア
プローチは、国民国家の枠組みに収まりき
らない政治主体を「テロリスト」などと断
じることで不当に評価しがちな今日の国際
政治に対して批判的視座を打ち出すことに
もつながるものである。 
 
３．研究の方法 
 「研究目的」において明示した研究課題を
進めるため、本研究では、具体的な分析対象
時期および対象国を 2000 年以降のシリア、
レバノンとした。3 年間の研究期間のうち、
初年度（平成 21 年度）は、現地研究機関・
研究者との協力関係の構築・深化と多角的な
資料・情報収集に重点を置き、2 年度以降（平
成 22、23 年度）は、現地研究機関・研究者
との協力関係を駆使した情報の検証・分析に
重点を置いた。 
 資料・情報収集、検証・分析作業は分担制
とし、シリアの政治主体は青山（研究代表者）
が、レバノンの政治主体は末近（研究分担者）
が担当した。 
 資料・情報収集に関しては、現地の研究機
関・研究者との協力関係を通じた情報交換と
現地調査の実施に重点を置いた。また国内に
おいても、財団法人中東調査会の髙岡豊研究
院、日本貿易振興機構アジア経済研究所の高
橋理枝氏、立命館アジア太平洋大学の吉川卓
郎助教、九州大学の山尾大講師らの協力のも
と、資料・情報収集の拡充に務めた。一方、
収集した資料・情報の検証・分析作業に関し
ては、各年度に 2～3 回、研究会合を開き、
研究代表者および研究分担者の研究進捗状
況の報告を行うとともに、報告内容に関する
議論を重ねた。 
 
４．研究成果 
各年度の成果は以下の通り。 

 平成 21 年度は主に以下四つの活動を行っ
た。 
 (1)研究会合 2 回：2009 年 8 月（ダマスカ
ス）と 2010 年 3 月（東京）で開催し、研究
代表者・研究分担者の研究進捗状況報告、収
集資料・データの解析結果検証などを行った。 
 (2)現地調査 3 回：2009 年 8 月に研究代表
者がシリアを、同月に研究分担者がレバノン
とシリアを、2010 年 2～3 月に研究協力者が
レバノンとシリアを訪問し、現地の研究者・
有識者との意見交換および関連資料・データ
の収集を行った。なお 8 月には、現地の研究
者・有識者を交えたかたちで第 1 回の研究会
合を開催し、意見を交換した。 
 (3)資料・データ収集およびその解析：シリ
ア、レバノンの公的・非公的な政治主体の営
為に関する資料・データを現地調査とインタ
ーネット等を通じた日々の情報収集活動を
通じて収集し、解析した。 
 (4)成果普及：本研究の活動と成果の宣伝を
目的としてホームページ「現代東アラブ地域
の政治主体に関する包括的研究――非公的
政治空間における営為を中心に――」を立ち
上げた。また「５．主な発表論文等」に列記
する論文・論考を随時発表した。 
 平成 22 年度は主に以下四つの活動を行っ
た。 
 (1)研究会合 3 回：2010 年 5 月（東京）、11
月（東京）、2011 年 2 月（京都）で開催し、
研究代表者・研究分担者の研究進捗状況報告、
収集資料・データの解析結果検証などを行っ
た。 
 (2)現地調査 3 回：2009 年 5、7 月に 3 名の
研究協力者がレバノン、シリア、スペインを、
10 月に研究代表者がシリアを訪問し、現地の
研究者・有識者との意見交換および関連資
料・データの収集を行った。 
 (3)資料・データ収集およびその解析：シリ
ア、レバノンの公的・非公的な政治主体の営
為に関する資料・データを現地調査とインタ
ーネット等を通じた日々の情報収集活動を
通じて収集・解析した。 
 (4)成果普及：本研究の研究成果をホームペ
ージにアップロードし、成果普及に努めた。
また「５．主な発表論文等」に列記する論文・
論考を随時発表した。 
 平成 23 年度は、2011 年 1 月にチュニジア
での政治変動を発端とする「アラブの春」が
アラブ世界を席巻し、その影響が東アラブ地
域諸国にも波及し、これまでとは異なる新た
な政治主体が公的、非公的な政治空間での活
動を活発させたことを踏まえ、同地域、とり
わけシリアに波及した「アラブの春」が東ア
ラブ地域の政治、とりわけ同地域の「非公的」
な政治主体の営為にいかなる影響を及ぼし
たのかを解明するための研究を進めた。具体
的には、シリア情勢をめぐり錯綜する情報の



収集・整理と、ウェブサイト「シリア・アラ
ブの春（シリア革命 2011）顛末記」を通じた
情報公開を重点的に進めた。 
 なおこの重点作業に加えて、過去 2 年間と
同様、以下のような活動を行った。 
 (1)研究会合 2 回：2011 年 7 月（東京）と
2012 年 2 月（京都）において研究会合を開
き、研究代表者・研究分担者、そして研究協
力者間で研究進捗状況報告、収集資料・デー
タの解析結果検証などを行った。 
 (2)現地調査 3 回：2011 年 10、11 月に 2
名の研究協力者がレバノン、英国を訪問し、
現地の研究者・有識者との意見交換および関
連資料・データの収集を行った。 
 (3)資料・データ収集およびその解析。 
 (4)ホームページの拡充および論文・論考の
公刊を通じた成果普及。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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